




し、平成 20 年からの「健康日本 21」を見直し、「健






























　本調査の目的は、A 短期大学生 269 名に対し、身体測定・血液検査・体力測定・生活習慣調査を実施する
ことにより、多角的に生活習慣の実際を明らかにすることと課題を抽出することである。その結果、①個人













Current status and issues of Lifestyle of A Junior college student
































表２に示す。対象者は、学生 269 名、男性 61 名、
女性 208 名であった。年齢構成として、18 ～ 19
歳は男性 27 名、女性 86 名、20 ～ 29 歳は男性 31 名、
女性 119 名、30 ～ 49 歳は男性 3 名、女性 3 名であっ
た。平均年齢±標準偏差（以下ＳＤという）は、男



















































性別 n ％ 
平均年齢±
SD 
男性 61 22.7  21.0±3.8 
女性 208 77.3  20.3±2.9 
合計 269 100.0  20.4±3.1 
表２ 対象者の年齢 
男性 女性 
年齢 ｎ 平均年齢±SD ｎ 平均年齢±SD
18-19 27 18.9±0.3 86 18.9±0.3 
20-29 31 21.4±2.1 119 20.8±1.6 
30-49 3 34.7±3.5 3 39.3±6.7 
40 Ａ短期大学の学生を対象とした生活習慣の現状と課題














11.0）㎝、女性 42.1（± 8.2）cm であり、全国平






500 ㎎ /dl 以上であったのは、男性 1 名（0.6％）、
女性 3 名（1.1％）であった。要注意 150 ～ 499 ㎎
/dl であったのは、男女合わせて 6 名（2.2％）であっ
た。
②ＬＤＬコレステロール





　血液色素（Ｈｂ）では、要注意 12.1 ～ 13.0g/dl
では、女性 25 名（9.3％）、異常値 12.0 ｇ /dl 以下
は、女性 12 名（4.5％）であった。
④空腹時血糖
　空腹時血糖については 70 ㎎ /dl 以下は、女性 10
名（3.7％）であった。
⑤尿酸値
　尿酸値については、要注意 7.1 ～ 8.9 ㎎ /dl が男
性 6 名（2.2％）、女性 1 名（0.4％）、異常値 9.0 ㎎
/dl 以上が男性 1 名（0.4％）であった。
⑥肝機能検査値
　肝機能検査値のＡＬＴでは、要注意 31 ～ 50 ㎎












女性 21.1（± 3.4）kg/m² であり、全国平均では、
男 性 22.8（ ± 3.6）kg/m²、 女 性 20.2（ ± 2.2）
kg/m² であった。調査した 158 名中、BMI 25 以
上の「肥満」が 21 名（13.3％）男性の 20.0％、女
性の 11.0％、17.9 以下の「やせ（日本肥満学会の






kg、女性 34.8（± 3.7）㎏、体脂肪率は、男性 19.7（±
7.9）％、女性 29.1（± 11.8）％、腹囲は、男性
79.8（± 11.5）cm、女性 74.2（± 8.3）cm であった。
④血圧
　血圧測定では、最高血圧 130mmHg 以上を示し
たのは男性 11 名（4.1％）、女性 3 名（1.1%）、最
低血圧 80mmHg 以上を示したのは男性 4 名（1.5％）
であった。そのうち、最高血圧 130mmHg 以上か
表３　身体測定・体力測定
A短大 大学生 A短大 大学生
項目 平均値±SD 全国平均±SD 平均値±SD 全国平均±SD
身長（ｃｍ） 171.4±5.6 170.4±5.8 158.0±5.4 156.7±7.4
体重（kg） 66.9±13.3 60.6±9.2 52.7±8.5 48.7±7.5




握力（㎏） 41.1±7.2 41.44±6.82 26.1±4.0 26.41±4.78
上体起こし（回）27.1±6.6 30.49±5.58 18.5±6.3 23.34±5.87














































　朝昼夕と 3 食きちんと食べている者は 182 名
（67.7％）、朝食を抜くことが週に 3 回以上ある者
は 86 名（32.0％）、男性の 36.1％、女性の 30.8％
にのぼる。就寝前の 2 時間以内に夕食を摂ること


































　たばこを 1 日 1 ～ 10 本吸っていると答えた者が
9 名、1 日 10 本以上吸っている者はいなかった。
③体重の増減　
　この 1 年間で体重が 3 ㎏以上増加した者は 46 名
（17.3％）男性の 26.7％、女性の 14.6％に対し、1
年間で 3 ㎏以上減った者は 25 名（9.4％）男性の
6.7％、女性の 10.2％だった。その他の 73.3％の者
は 3 ㎏以上の増減はなく安定していた（図２）。





　1 回 30 分以上の汗をかく運動を週 2 日以上、1
年以上実施している者は 28 名（10.4％）男性の
21.3％、女性の 7.2％にとどまっている。また、日









































































起床時間は 6.8 時（± 0.9 時）、1 日の睡眠時間は 6.6
時間（± 1.1 時間）だった。また、深夜の時間帯（午
後 10 時～午前 5 時）にアルバイトなどをしている
者は 33 名（12.4％）、寝つきが悪いと感じている
者は 56 名（20.9％）、睡眠で休養が十分とれてい


































は 82 名（36.4％）、ほとんど飲まない者は 142 名
（63.1％）であった。飲酒日の 1 日当たりの日本酒
に換算した飲酒量（日本酒 1 合（180ml）の目安：ビー
ル中瓶 1 本、焼酎 25 度（110ml）、ウイスキーダ
ブル 1 杯（60ml）、ワイン 2 杯（240ml））では、1
合未満108名（73.0％）、1～2合未満28名（18.9％）、
2 ～ 3 合未満 9 名（6.1％）、3 合以上 3 名であり、
二日酔いを感じることがある者が 17 名 8.1％いた。
（３）睡眠・休養










































































































































































































































の視点からは、この 1 年間で体重が 3 ㎏以上増加
した者が、全体で 17.3％、男性の 26.7％、女性の
14.6％、3kg 以上減少した者が 9.4％、男性の 6.7％、


































































に関する 2022（平成 34）年の目標値は「1 回 30
分以上の汗をかく運動を週 2 日以上実施」者が男
性 36％、女性 33％に増加すること、20 歳～ 64 歳






































女とも、睡眠時間は「6 時間以上 7 時間未満」の割
合が最も高いという結果が出ている。Ａ短期大学生








































回 30 分以上の汗をかく運動を週 2 日以上実施」し
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